
第2学年

学習時期 ４月 ５月 ６月 ７月 10月 12月

単

元

名

春が　いっ

ぱい（夏・

秋・冬）

だ い じ な

こ と を

お と さ な

い よ う に

聞こう

じ ゅ ん

じ ょ に

気 を つ

け て 読

もう

ていねいに

かんさつし

て、きろく

しよう

い な ばの

白うさぎ

同 じ ぶ

ぶ ん を

も つ か

ん字

メ モ を

と る と

き

こんな

もの、見

つけたよ

あったら

いいな、

こんなも

の

本はとも

だち

雨のうた ことばで

みちあん

ない

みの回り

のものを

読もう

書いた

ら、見直

そう

自分とくらべて読

み、とうじょうじ

んぶつに手紙を書

こう

せつめいのしか

たに　気をつけ

て読み、それを

いかして書こう

にたいみの

ことば、は

んたいのい

みのことば

せかい一

の話

思いうかべ

たことをも

とに、お話

をしょうか

いしよう

だいじなこと

ばに気をつけ

て読み、分

かったことを

知らせよう

組み立てを考

えて、はっ

ぴょうしよう

二年生を

ふりか

えって

知

識

・

技

能

身近な語

句、様子を

表す言葉、

行動を表す

言葉、気持

ちを表す言

葉、語句の

まとまり、

仲間の言葉

情 報 と情

報 の 関

係 、 大事

な 語 ・文

の選択

、 メ モの

取り方

事 物 の内

容 、 経験

の 内 容、

見 た こ

と ・ した

こ と ・

思 っ たこ

と ア クセ

ン ト 、声

の大きさ

身 近 な 語

句 、 様 子

を 表 す 言

葉 、 行 動

を 表 す 言

葉 、 気 持

ち を 表 す

言 葉 、 語

句 の ま と

ま り 、 仲

間の言葉

神話、昔

話、読み

聞かせ、

日本の言

葉の文化

既習漢

字、漢字

の読み、

漢字の書

き、文の

中で使

う、同じ

部分（へ

ん・つく

り）

、漢字の

仲間

事物の内

容、経験

の内容、

見たこ

と・した

こと・

思ったこ

と、伝え

るための

言葉

長音、拗

音、促音

、撥音、

助詞

（は・

へ・

を）、句

読点、か

ぎ（「

」）、文

の続き

方、読み

返し・見

直し

身近な語

句、様子

を表す言

葉、行動

を表す言

葉、気持

ちを表す

言葉、語

句のまと

まり、仲

間の言葉

読書本の

種類、図

書館、本

探し、お

すすめの

本

事物の内

容、経験の

内容、見た

こと・した

こと・思っ

たこと、伝

えるための

言葉

共通、相

違、ちが

い、くら

べる、事

柄の順

序、時間

の順序、

前後関係

事物の内

容、経験

の内容、

見たこ

と・した

こと・

思ったこ

と、伝え

るための

言葉

長音、拗

音、促音

、撥音、

助詞

（は・

へ・

を）、句

読点、か

ぎ（「

」）、文

の続き

方、読み

返し・見

直し

身近な語句、

様子を表す言

葉、行動を表

す言葉、気持

ちを表す言

葉、語句のま

とまり、仲間

の言葉

事物の内

容、経験の

内容、見た

こと・した

こと・思っ

たこと、伝

えるための

言葉共通、

相違、ちが

い、くらべ

る、事柄の

順序、時間

の順序、前

後関係

身近な語

句、様子

を表す言

葉、行動

を表す言

葉、気持

ちを表す

言葉語句

のまとま

り、仲間

の言葉

身近なこ

とを表す

語句、語

句の量を

増やす、

話や文章

の中で使

う、語彙

を豊かに

する、意

味による

語句のま

とまり

音節、文

字と音の

対応、ア

クセン

ト、姿

勢、口

形、発

声、発

音、声の

大きさ、

話す速さ

主語、述

語、主語

と述語の

関係、主

語と述語

の対応

音節、文字と

音の対応、ア

クセント、姿

勢、口形、発

声、発音、声

の大きさ、話

す速さ、丁寧

な言葉、普通

の言葉、敬

体、場面に応

じた言葉遣い

事物の内

容を表す

言葉、経

験したこ

とを伝え

る言葉、

見たこ

と・感じ

たことを

表す言

葉、内容

を具体的

に表す言

葉

単

元

名

たし算の

しかたを

考えよう

ひき算の

しかたを

考えよう

どんな 計

算に なる

のかな？

長さを は

かって あ

らわそう

100より

大きい 数

を しらべ

よう

計算の しか

たを くふう

しよう

長い 長さ

を はかっ

て あらわ

そう

図をつかっ

て考えよう

分けた

大きさの

あらわし

方を

はこの 形を

しらべよう

2年の ふく

しゅう

知

識

・

技

能

2位数の

加法、加

法の筆算

、2位数

の減法

、減法の

筆算、式

に表す加

減の意味

理解

2位数の

加法、加

法の筆算

、2位数

の減法、

減法の筆

算、式に

表す加減

の意味理

解

加法、減法

加法と減法

の相互関係

、加法逆の

減法、減法

逆の加法

、テープ図

図による表

現、式によ

る表現、問

題解決、未

知数の位置

の違い

cm、mm

単位の関

係、物差

しによる

測定

3位数、

読み方・

表し方、

数の構成

、大小・

順序、不

等号（＞

＜＝）

問題場面の

理解、演算

の判断、（

）の使用

、結合法

則、計算の

工夫、暗算

単 位 、

メ ー ト ル

（m）

、 単 位 の

関係 、1m

＝100cm

、 上 位 単

位 、 単 位

換 算 、 同

じ 長 さ の

表 現 、 測

定、量感

、 見 当 、

適 切 な 単

位選択

加 法 、 減

法 、 加 法

と 減 法 の

相互関係

、 加 法 逆

の 減 法 、

減 法 逆 の

加 法 、

テ ー プ

図 、 数 量

の 関 係 、

未 知 数 、

図 に よ る

表 現 、 式

に よ る 表

現 、 問 題

解決

等分、分

数、分数

の意味、

分数の表

し方、元

の大きさ

、 1 つ

分、分離

量、分数

による量

の表現、

倍、分数

と倍の関

係

立体

直方体

立方体、

面、辺

頂点、面の

数、

辺の数、頂

点の数

向かい合う

面、合同、

展開

、組み立て

既習事項

の総合,基

本的な問

題解決,知

識・技能

の定着

単

元

名

知

識

・

技

能

単

元

名

だんボー

ルに 入っ

て みる

と!?

とびだせ

ぴょーん

まどを あけ

たら

であって

生まれる

いろの せ

かい

知

識

・

技

能

段ボール

の形・大

きさ、空

間感覚、

切る・穴

を開け

る、組み

合わせ、

協働的造

形

飛び出す動

き、動きと

形、仕組み

づくり、輪

ゴム・紙

コップ操

作、動きを

生かした構

成

窓の形・構

造、切り抜

きによる変

化カッター

ナイフ操

作、折る・

立てる、構

成表現

色の混

色、色の

変化絵の

具操作

、混ぜ

る・試す

九九をつくろう［かけ算(2)］

乗法の意味、九九の構成、累加、乗数と積の関係、

交換法則、分配法則、九九表、アレイ図、6～９、1

の段九九の唱和、九九の適用、乗法場面の表現

（絵・図・言葉・式）、倍、基準量、比較量、2位

数×1位数（簡単な場合）

日本の うたで つながろう みんなで あわせて 楽しもう

にぎにぎ ねんど

乗法の意味、かけ算の場面、倍、乗法

九九、2～5の段

くりかえしを 見つけよう ようすを おもいうかべよういろいろな がっきの 音を さがそ

う

ともだち ハウス

リズム、拍、音の重なり、拍子、

音符・休符（4分・8分）拍にのっ

て演奏する、リズムを重ねて演奏

する、打楽器演奏

曲想、歌詞の情景、速度、強弱、

旋律情景を思い浮かべて歌う、表

現を工夫して演奏する、聴いて情

景を感じ取る

輪の形と装飾、色・

形の組合せ、切る・

留める・貼る、身に

付ける造形

くしゃくしゃ ぎゅっ

紙の感触変化、立体的

な形、くしゃくしゃ・

接着・構成

、立体表現

楽器の音色、打楽器、呼びかけと

こたえ、音の組み合わせ、楽器の

音色を聴き分ける、音を合わせて

演奏する、音色を意識して演奏す

る

開閉の動き、動きと

形の関係、仕組みづ

くり、動きを生かす

構成、用具操作

どんな うごきに 見

えるかな？

音の重なり、曲想、音色、旋律、声や音を合

わせて表現する、模唱・暗唱、合奏

わらべうた、言葉の抑揚、旋律

の特徴、拍、声を合わせて歌

う、即興的に音を選ぶ、旋律づ

くり

こんな こと あった

よ

生活経験の形・色

化、感情と表現、描

画用具の活用、場面

構成、表現の工夫

おもいでを かたちに

思い出の形・触感、

感情の造形化、粘土

成形、道具を使った

表現

図

工

（

日

本

文

教

出

版

）

しんぶんしと なかよ

し

新聞紙の形・感触

、紙の性質、破く・

丸める・ねじる、全

身を使っ

た造形、試行的な操

作

でこぼこ はっけ

ん！

身近なでこぼこの

形、触感の違い、

紙粘土による写し

取り

、押す・写す操作

ひかりの プレゼント

光と色・形の関係、

透過による見え方の

変化

凍った色水の色・

形、光による変化、

色水の扱い、材料操

作（並べる・積

む）、光を意識した

構成

きせつを かん

じて

春の感覚、

形・色への気

付き、季節と

自然の特徴、

クレヨン・パ

スの扱い、全

身感覚を使っ

た描画、表し

方の工夫

粘土の感触、握ることで生まれる形

、形の多様性粘土操作（握る・つまむ・

ひねる）、手全体を使った造形

音

楽

（

教

育

芸

術

社

）

音楽で みんなと つながろう はくの まとまりを かんじとろう ドレミで あそぼう

曲想、拍、音楽の構造、歌詞の情景・気持ち、日本・世

界の遊びうた、声を聴き合って歌う、声を合わせて歌

う、曲想に合った歌唱

拍、拍のまとまり、拍子（2拍

子・3拍子）、リズム、旋律

拍を感じて歌う

拍子を意識して聴く

互いの声を聴いて歌う

階名、音の高低、旋律、音の重なり、

音楽の縦と横、階名で歌う、鍵盤ハー

モニカで演奏する、追いかけ歌・模唱

身近な語句、様子を

表す言葉、行動を表

す言葉、気持ちを表

す言葉、語句のまと

まり、仲間の言葉

算

数

（

東

京

書

籍

）

分類・整理、表、グラフ、読み取り

わかりやすく あらわそう

［グラフと ひょう］

水の かさを は

かって あらわそ

う

dL、L、mL、単

位の関係、体積の

測定

時計を 生活に 生かそう ひっ算の しかたを
考えよう

さんかくや しかくの 形を しら

べよう

1000より大

きい数をしら

べよう

時刻、時間、日・時・分、単位の関係 加法の意味、減法の

意味、2位数の加減

計算、繰り上がり、

繰り下がり、位ごと

の処理、加減の筆算

三角形、四角形、辺、頂点、

角、直角、長方形、正方形、直

角三角形、図形の性質、折る・

写す・作図

4位数、位取

り、千のくら

い、十進位取

り記数法、読

み方、書き

方、数の構成

（合成・分

解）、空位の

ある数、数の

大小、数の順

序、不等号

（＞＜＝）、

数直線、相対

的な大きさ、

10000（一

万）

新しい 計算を 考えよう　［かけ算

(1)］

国

語

（

光

村

図

書

）

お話を　読み、す

きな　ところを

つたえよう

絵を見てかこ

う、つづけて

みよう

事物の内容、

経験の内容、

見たこと・し

たこと・思っ

たこと、伝え

るための言葉

身近な語句、様子

を表す言葉、行動

を表す言葉、気持

ちを表す言葉、語

句のまとまり、仲

間の言葉

９月 １月 ２月 ３月11月

ふしぎな たまご

想像から生まれる形・色、物語性

のある造形クレヨン・絵の具・は

さみの扱い、構成・装飾の工夫

図書館たん

けん

読書、図書

館、本探

し、おすす

めの本

せいかつの 中に ある 音を 楽しもう

身の回りの音、音の特徴、反復、音色・強

弱、声で音を表す、簡単な音楽をつくる、

発音に気を付けて歌う、

リズムを かさねて 楽しもう

リズム、拍、音の重なり、拍子、音符・休符

（4分・8分）拍にのって演奏する、リズムを

重ねて演奏する、打楽器演奏

とろとろえのぐで

立体の形・構造

新聞紙・棒状・つな

ぐ・創作

音が出る

材料、仕

組みと

音、材料

加工、音

の出る構

造づく

り、装飾

切って生ま

れる形、偶

然性はさみ

操作、配

置・構成

思い出して　書

こう

事物の内容、経

験の内容、見た

こと・したこ

と・思ったこ

と、伝えるため

の言葉

ことばにつ

いて考えよ

う

身近なこと

を表す語

句、語句の

量を増や

す、話や文

章の中で使

う、語彙を

豊かにす

る、意味に

よる語句の

まとまり

読んで、かんじたことをつたえ

合おう

共通、相違、比較、事柄の順

序、時間的な順序、情報と情報

の関係、主語、述語、主語と述

語の関係、主語と述語の対応

思いをつたえる手紙

を書こう

丁寧な言葉、普通の

言葉、敬体、場面に

応じた言葉遣い、語

と語の続き方、文と

文の続き方、内容の

まとまり、書き表し

方の工夫

読んで考えたことを

話そう

音づくり

フレンズ

はさみの

あーと

わっかで へんしん

絵の具の感触、色や形の変化、指・手によ

る描画、絵の具操作表し方の、工夫


